
 

別記様式第４号  

２０２３年度 独創的研究助成費 実績報告書 

2024年 3月 18日 

報 告 者 学科名 情報システム工学科 職 名 特任教授 氏 名 有本和民 

研 究 課 題 ドライバー眠気検知用顔表情評定の汎化性能の向上 

研 究 組 織 

氏 名 所 属 ・ 職 専 門 分 野 役 割 分 担 

代 
表 有本和民 

情報システム工学科

・特任教授 

組込みシステ

ム 
システム評価 

分 

担 

者 

    

研究実績 

の概要 

顔の表情の印象から，評定者がドライバーの眠気レベルを１（全く眠くなさそう）～５

（非常に眠そう）程度の数値で予測する顔表情評定法が、国交省の眠気判定の標準ツール

に認定されている。この手法の自動化を目指して、人と同様に顔表情評定を行うAI シス

テムの開発を実施した。昨年度までの研究では、PC/GPU ベースでの基本アルゴリズムで

ある3D-CNN を、組込みシステムでの実用化を念頭に、顔の各パーツの時系列データを2D 

CNN で学習させるアルゴリズムよる小型・省電力化の基本設計を実施したが、眠気推定を

行うための十分な特徴学習ができないという課題が判明した。今回、前述の課題解決に向

けて、学習対象（学習モデル生成）と同一人物での、学習データとは異なるデータでの認

識精度の向上を図るとともに、学習対象と異なる人物での認識精度向上（汎化性能向上）

への取組みを実施した。 

顔表情評定AIを模倣して、顔画像を直接学習させたAI モデルでは，限られたデータ

での学習，推論では汎化性能を向上策として、図１に示す顔画像からFacial Action 

Units (FAU) 顔の特徴抽出モデルにおいて、個人差が少ない特徴量の時系列データを

用いることでこれらの問題を解決し、汎化性能の向上に成功した。19 名の被験者を

対象とした本研究では，FAU 値を用いたGated Recurrent Unit（GRU）を用いて汎

化性能を検証し，VGGFACE（ResNet50）に基づく畳み込みニューラルネットワーク

（CNN）モデルと比較し、図２に示すように、限られたデータでの顔表情評定での

眠気レベル推定に必要なデータの大幅な削減，性能の向上を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１． 本提案（FAU時系列モデル）のデータ処理フロー 

※ 次ページに続く 
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図２．従来モデル（左）と提案モデルでの顔表情AI判定の評価結果 

 

本提案手法によるモデルでは, 人間の評定結果よりも眠気の反応を過敏に捉える傾向

が見られ、今後、人による顔表情評定を超えて、実際の各個人の個性を反映させた自

律神経反応や眠気レベルの高精度認識の可能性を追求していくことが期待される。 
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